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《地域間を連絡する放射半環状道路網の構築》 

上述の施策目標の「地域間を連絡する放射半環状道路」は、現況道路網、バス路線を勘案し、以下のように設定する。 
なお、半環状道路は、生活拠点の物理的な位置を考慮し、「外半環状道路」、「内環状道路」を設定している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４-25 放射半環状道路 
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《高齢者等も利用しやすい交通環境づくりのための公共交通機関のサービス水準の向上》 

上述の施策目標の「高齢者等も利用しやすい交通環境づくりのための公共交通機関のサービス水準の向上」のための公共交通機関のネットワークパターンイ

メージは、各地域の中心である地域局、病院、及び、現在のバス路線、鉄道等を勘案し、以下のように設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ４-26 公共交通機関のネットワークパターンイメージ
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図 ４-27 地域間連絡を支援するための施策パッケージ 

その他の施策 

 

・スマート IC の設置検討 

・バス路線の狭小区間の拡幅検討 

・感応式信号・右折レーン等の導入検討 

・高齢者優遇制度の強化検討 

・バス発着案内、遅延情報等の表示システムの導入検討 

・デマンド交通の導入検討 

・交差点部付近の舗装の凍結抑制対策・滑りどめ対策の

導入検討 

・狭小幅員道路の待避所設置 

・道路に関する情報提供（路面状況等）の検討・実施や

啓蒙活動（冬タイヤ装着）の実施 

・気象激変時の除雪作業の効率化 

・防雪柵の設置検討 

・デリニエーター等の設置検討 

※代替交通（本格運用）は、平成 21年度か
ら本格運用予定であるが、平成 23 年度に
は、利用状況を見て見直し予定。 
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